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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

EU諸国において貝類の摂取による大規模な下痢性貝毒の食中毒が毎年発生しており社会問

題となっている。水産業の盛んな日本においても貝類による食中毒が発生している。これら

食中毒発生原因は貝の有毒プランクトンの摂取による毒化が原因とされ、毒性物質として知

られるオカダ酸群化合物の定期的なモニタリングが必要不可欠である。本研究ではオカダ酸

群化合物を検出するため、抗体および核酸（ DNAアプタマー）に着目した。まず、より簡便

な測定法を検討する目的で蛍光偏光法による検出を試みた。また、表面プラズモン共鳴法（

SPR）を用いた標的分子の検出を試みた。さらに、標的化合物を KinExA®技術で高感度かつ
濃度依存的に測定できることを明らかにした。  

 このほか、標的化合物に結合する DNAアプタマーを Systematic Evolution of Ligands by

 Exponential Enrichment (SELEX)法 を用いてスクリーニングし、低濃度の標的化合物を濃

縮して検出できないか試みた。このため、磁気ビーズに結合したオカダ酸群化合物を作製し

、DNA鎖との混合溶液から標的分子と結合する DNA鎖を選択した。この結果、標的化合物と結

合する DNA鎖を単離できた。  

 

 

 

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 
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 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、 
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